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牛肉 
◆飼養動向 

 ４年２月現在の肉用牛の飼養頭数、前年比０.３％増 

 肉用牛の飼養戸数は、生産者の高齢化などによる離農

の進行により、小規模層を中心に減少傾向が続いており、

令和４年（２月１日現在、以下同じ）は、４万４００戸

（前年比４.０％減）と前年からやや減少した（図１）。 

 総飼養頭数は、平成２９年から増加傾向で推移してお

り、令和４年は、２６１万４０００頭（同０.３％増）

と前年並みであった。肉用種と乳用種をそれぞれ見ると、

肉用種は、平成２８年以降、子取り用雌牛（繁殖雌牛）

頭数が増加基調で推移していたものの、令和４年は、

１８１万２０００頭（同０.９％減）と前年からわずか

に減少した。乳用種（注）のうち交雑種は、平成３０年以

降、乳用牛の減少に加え、乳用牛への受精卵移植技術の

活用などによる和子牛の生産拡大や乳用後継牛を確保

する動きから減少傾向で推移したものの、乳用牛の頭数

が回復傾向の中で、酪農家における乳用牛への黒毛和種

交配率が上昇したことなどにより、令和４年は、５５万

５３００頭（同５.６％増）と前年からやや増加した。

乳用種のうちホルスタイン種他は、性判別精液の利用拡

大などにより、乳牛去勢の減少が続いていることから、

４年は、２４万６９００頭（同１.３％減）と前年から

わずかに減少した。 

 この結果、１戸当たりの飼養頭数は、６４.７頭（同

４.５％増）と前年からやや増加し、経営規模の拡大が

進展していることがうかがえる。 
 

（注）肉用牛の「乳用種」とは、「畜産統計」では、ホルスタイン

種、ジャージー種などの乳用種のうち、肉用を目的に飼養してい

る牛で、Ｆ１などの交雑種を含むと定義されている。 

 

図１ 肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：平成３１年（旧）までは従来実施してきた飼養者を対象とし

た統計調査、平成３１年（新）および令和２年、３年は牛
個体識別全国データベースなどの行政記録情報や関係統計
により集計した加工統計であり、統計手法が異なる。 

注３：平成３１年（新）のホルスタイン種他の飼養頭数は、機構に
て当該年の乳用種飼養頭数から交雑種飼養頭数を減じて算
出した。

◆生 産 

 ３年度の生産量、前年度比０.２％増

 牛肉生産量は、近年、減少傾向で推移していたが、平

成２９年度以降の生産基盤強化対策の実施により繁殖

基盤が拡大に転じたことなどにより、和牛を中心におお

むね増加傾向で推移している。 

令和３年度は、和牛は１６万６０１トン（前年度比０.０％

増）と前年並み、交雑種は８万３６３０トン（同１.９％

増）と前年度をわずかに上回った一方、乳用種は８万

６４２３トン（同１.３％減）と前年度をわずかに下回

った（図２）。この結果、全体では３３万６０８３トン

（同０.２％増）と前年並みとなった。
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図２ 牛肉の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 

注：部分肉ベース。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆輸入 

 ３年度の輸入量、前年度比３.７％減。２年連続の減少

 牛肉輸入量は、近年、焼き肉やハンバーガーなどの外

食産業を中心に牛肉の需要が拡大していたことから、お

おむね増加傾向で推移し、平成２８年度から令和元年度

までは４年連続で増加していた。しかしながら、令和２年

度は、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）

の影響による海上輸送の遅れや、緊急事態宣言に基づく

外出自粛要請による外食需要の減少などから減少に転じ

た。令和３年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響のほか、干

ばつ後の牛群再構築により豪州産の生産量が減少したこ

とや、米国産の現地相場が上昇したことなどから、５６万

９１０７トン（前年度比３.７％減）と前年度をやや下

回り、２年連続の減少となった（図３）。 

 国別輸入量を見ると、豪州産は、２２万８１００トン

（同１０.９％減）と前年度をかなりの程度下回り、米

国産は、２２万１９１８トン（同１２.２％減）と前年

度をかなり大きく下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 牛肉の輸入先別輸入量の推移 

 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。くず肉などを含む。 

 
 

輸入牛肉のうち、冷蔵品は主にテーブルミートとして

量販店などで販売されており、冷凍品は加工用や業務用

として利用されていることが多い。近年、いずれも増加

基調で推移していたが、ＣＯＶＩＤ-１９の影響などに

より、その傾向に変化が見られている。３年度は、冷蔵

品は２５万１８８９トン（同２.４％減）とわずかに、

冷凍品は３１万６９１８トン（同４.７％減）とやや、

いずれも前年度を下回り、冷蔵品は３年連続、冷凍品は

２年連続の減少となった（図４）。 

輸入価格（ＣＩＦ）を見ると、１キログラム当たり

７４３円（同２６.５％高）と前年度を大幅に上回った。
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図４ 牛肉の冷蔵品・冷凍品別輸入量および輸入価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財務省「貿易統計」 

注１：部分肉ベース。 
注２：合計にはくず肉などを含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆輸出 

 ３年度の輸出量、前年度比４１.８％増。８年連続で増加 

牛肉輸出量は、販路の開拓や販売促進の効果などによ

り、８年連続で増加している。 

令和３年度は、全世界的なＣＯＶＩＤ-１９の流行の

中であっても、７８８５トン（前年度比４１.８％増）、

輸出金額は５４５億円（同６２.９％増）と、いずれも

過去 高となった（図５）。 

輸出量の内訳を見ると、冷蔵品は３５６２トン（前年

度比３７.６％増）、冷凍品は４３２３トン（同４５.４％

増）となった。冷蔵品と冷凍品の割合は、元年度までは

同程度で推移していたが、２年度に続き３年度も冷凍品

の割合が冷蔵品を１割程度上回っている。 
 

図５ 牛肉の輸出量および輸出金額の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：部分肉ベース。 
 

日本からの牛肉の輸出が可能な国・地域は、アジアを

中心に中東、欧州、北米・中南米、大洋州のさまざまな

国や地域に広がっている。輸出先については、牛肉全体

で見ると多くがアジアに輸出されているが、冷蔵品と冷

凍品で輸出先は異なっている。 

冷蔵品の輸出先を見ると、３年度の 大の輸出先は米

国で１０７８トン（シェア３０.３％）、次いで台湾が８１８

トン（同２３.０％）、香港が５６５トン（同１５.９％）

となり、上位３カ国・地域で約７割を占めている（図６）。  
 

図６ 牛肉の冷蔵品の輸出先別輸出量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

 

冷凍品の輸出先を見ると、令和３年度の 大の輸出先

は前年度に続きカンボジアで２０５６トン（シェア４７.

６％）、次いで香港が７６１トン（同１７.６％）、タイ

が２８６トン（同６.６％）となり、上位３カ国・地域

で約７割を占めている（図７）。 
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図７ 牛肉の冷凍品の輸出先別輸出量の推移 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

 

 

 

 

 

 

 

◆消費 

 ３年度の推定出回り量は前年度比４.７％減、家計消費は同７.６％減

推定出回り量 

牛肉の推定出回り量は、近年の好景気などを背景に外

食を中心に好調に推移してきたが、ＣＯＶＩＤ-１９の

影響などにより、令和３年度は、８８万６９５１トン（前

年度比４.７％減）と前年度をやや下回り、２年連続の

減少となった（図８）。 

出回り量の内訳を見ると、国産品は、３２万７５６８

トン（前年度比０.１％減）と前年度並みとなったも

のの、輸入品は、現地相場の上昇の影響などによる輸

入量の減少などにより、５５万９３８３トン（同７.１％

減）と前年度をかなりの程度下回った。 

なお、合計に占める国産品の割合は３６.９％（同

１.６ポイント増）と、６年ぶりに増加に転じた前年

度に続き、２年連続で前年度を上回った。 

 
図８ 牛肉の推定出回り量の推移 

 

家計消費 

 牛肉消費量の約３割を占める家計消費は、近年の景気

回復や好調な牛肉需要を背景におおむね増加傾向で推

移してきた。 

令和３年度は、前年度のＣＯＶＩＤ-１９の影響によ

る内食需要の反動などにより、年間１人当たり２.３キ

ログラム（前年度比７.６％減）と、前年度をかなりの

程度下回った（図９）。 

 

図９ 牛肉の家計消費量（全国１人当たり）の推移 

資料：総務省「家計調査報告」 

 

資料：農畜産業振興機構推計 
 注：部分肉ベース。 
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◆在庫 

 ３年度の推定期末在庫、前年度比８.８％増

 牛肉の推定期末在庫は、平成３０年度は需要を上回る

輸入があり、令和元年度はＣＯＶＩＤ-１９の影響によ

る外食需要やインバウンド需要の減退などがあり、２年

連続で前年度を上回った。 

令和２年度は輸入量の減少などにより、前年度を下回

ったものの、３年度はＣＯＶＩＤ-１９の影響による需

要の減退などにより、全体で１２万７８２５トン（前年

度比８.８％増）と前年度をかなりの程度上回り、再び

増加に転じた（図１０）。このうち、輸入品は１１万

４６５５トン（同９.３％増）とかなりの程度、国産品

は１万３１７０トン（同５.０％増）とやや、いずれも

前年度を上回った。 

 図１０ 牛肉の推定期末在庫の推移 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

 

◆枝肉卸売価格 

 ３年度の牛枝肉卸売価格、和牛、交雑種、乳用種のすべてで上昇

 和牛 

和牛（東京・去勢Ａ-５、Ａ-３）の枝肉卸売価格は、

近年の肉ブームの一層の高まりや生産量の減少を背景に、

高い水準で推移していたものの、令和元年度は、生産量

の増加、消費税増税等による消費者の節約志向などに加

え、ＣＯＶＩＤ-１９の影響でインバウンド需要や外食

需要が減退したことにより、価格が低下した。２年度は、

５月以降、経済活動の再開や輸出の回復に伴い上昇し、

１０月には前年同月と同水準、１１月以降は前年を上回

る水準で推移した。 

３年度は、年度前半は２年度に続き、前年を上回る水

準で推移したものの、後半に入り、ＣＯＶＩＤ-１９の

感染拡大が見られる中で外食需要などが低迷し、おおむ

ね前年を下回って推移した。この結果、年度全体として

は、Ａ-５が１キログラム当たり２６６６円（前年度比

６.６％高）、Ａ-３が同２１７２円（同８.８％高）と、

いずれも前年度をかなりの程度上回った（図１１）。 

 

交雑種 

交雑種（東京・去勢Ｂ-３）の枝肉卸売価格は、近年、

和牛の相場高を背景に、比較的手頃な価格帯で適度に脂

肪交雑が入っている交雑種への引き合いが高まったこと

などにより堅調に推移している。 

令和３年度は、生産量が増加したものの、引き続き需

要は高く、１キログラム当たり１５３６円（前年度比８.６％

高）と前年度をかなりの程度上回った。 

 

乳用種 

乳用種（東京・去勢Ｂ-２）の枝肉卸売価格は、国産

牛の中でも比較的安価で赤身が多い牛肉への底堅い需

要がある一方で、生産量が減少傾向となっていることか

ら堅調に推移している。 

 令和３年度も、生産量は引き続き減少となったことに

加え、輸入牛肉の価格上昇による代替需要などがあり、

１キログラム当たり１０３０円（前年度比１１.３％高）

と前年度をかなり大きく上回った。 

年報畜産 ２０２２ 【国内：牛肉】 



 

6 

図１１ 牛肉の卸売価格（東京・品種・規格別）の推移 

 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：消費税を含む。注 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆小売価格 

３年度の小売価格、和牛、交雑種、乳用種のすべてで上昇

 牛肉の小売価格は、品種や部位によって動きは異な

るものの、おおむね横ばいで推移している。なお、国

産品については、近年の枝肉の相場高を背景に、比較

的高値が続いており、令和３年度は、国産品、米国

産、豪州産のいずれも価格が上昇した（図１２）。 

３年度の小売価格（ばら）は、和牛は１キログラム

当たり７５２円（前年度比０.８％高）、国産牛（交雑

種）は同６１２円（同４.１％高）、国産牛（乳用種

他）は同４４３円（同９.７％高）、米国産は同２５１円

（同２.４％高）、豪州産は同２５８円（同１５.７％

高）となった。 

図１２ 牛肉の小売価格（ばら）の推移 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 

◆肉用子牛 

３年度の肉用子牛価格、黒毛和種は前年度比８.１％高 

黒毛和種 

 家畜市場における黒毛和種の子牛取引頭数は、減少

傾向にあった繁殖雌牛が生産基盤強化対策の実施など

により平成２８年度に増加に転じ、近年は安定して推

移している。令和３年度は、３４万８８７７頭（前年

度比１１.９％増）と前年度をかなり大きく上回った

（図１３）。 

また、子牛取引価格は、２８年度をピークに低下して

いるものの、引き続き高い水準で推移している。 

３年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響により低下してい

た前年度から、枝肉価格の上昇などにより回復し、１頭

当たり７４万５０００円（同８.１％高）と前年度をか

なりの程度上回った。 
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図１３ 黒毛和種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 
 
 

交雑種 

 家畜市場における交雑種の子牛取引頭数は、乳用牛へ

の受精卵移植技術の活用などによる和子牛の生産拡大や乳

用後継牛を確保する動きから、令和元年度までは前年度を

下回って推移した。しかしながら、乳用牛の頭数が回復傾

向の中で、酪農家における乳用牛への黒毛和種交配率が上

昇したことにより令和２年度に増加に転じ、３年度も、７

万６１２０頭（前年度比３９.０％増）と前年度を大幅に

上回り、２年連続の増加となった（図１４）。 

また、交雑種の子牛取引価格は、近年の枝肉の相場高や

出荷頭数の減少を背景に、平成２９年度を除いた２５年度

から令和元年度までは前年度を上回って推移した。しかし

ながら、取引頭数の増加などにより２年度に下落に転じ、

３年度も、１頭当たり３５万３０００円（前年度比３.３

％安）と前年度をやや下回り、２年連続で低下した。 
 

図１４ 交雑種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 

 

ホルスタイン種 

 家畜市場におけるホルスタイン種の子牛取引頭数

は、近年、おおむね１万２０００頭台で推移してい

る。令和３年度は、酪農家における飼養頭数の増加傾

向が継続しており、１万２０７８頭（前年度比８.３％

増）と前年度をかなりの程度上回った（図１５）。 

また、ホルスタイン種の子牛取引価格は、枝肉の相場

高、取引頭数の減少などを背景に、平成２７年度以降、

高水準で推移している。令和３年度は、１頭当たり２３万

６０００円（前年度比１.７％高）と前年度をわずかに

上回った。 
 

図１５ ホルスタイン種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 

 注：消費税を含む。 
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豚肉 
◆飼養動向 

 ４年２月現在の１戸当たり飼養頭数、前年比３.３％増

 豚の飼養戸数は減少傾向で推移しており、令和４年

は、３５９０戸（前年比６.８％減）と前年からかなり

の程度減少した（図１）。総飼養頭数は、８９５万頭（同

３.７％減）と前年からやや減少した。１戸当たり飼養

頭数は、７９.８頭増加して２４９３頭（同３.３％増）

となった。また、４年の子取り用雌豚の１戸当たりの

飼養頭数も１６.１頭増の２８６.９頭（同５.９％増）

となった。小規模生産者を中心として飼養戸数が減少

したものの、１戸当たり飼養頭数は増加し大規模化が

進行している。 

 

図１ 豚の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。  
注２：令和２年は農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆生 産 

 ３年度の生産量、前年度比０.７％増

 豚のと畜頭数は、平成２９年度に前年の夏場の猛暑に

よる繁殖成績の低下などで減少したものの、近年は肥育

期間の短縮等により、おおむね増加傾向で推移している。

令和３年度は、１６８２万７４５１頭（前年度比０.４％

増）と前年度をわずかに上回った（図２）。 

 また、同年度の１頭当たりの平均枝肉重量は、   

７８.３キログラムと前年度を０.２キログラム上回った。 

図２ 豚のと畜頭数および平均枝肉重量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 

   注：平均枝肉重量は全国平均。 
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 生産量については、前述の通り出荷頭数が減少した平

成２９年度を除き、畜産クラスター事業などの取り組み

などにより、おおむね増加傾向で推移している。令和３

年度は、出荷頭数の増加などから９２万２６５６トン（同

０.７％増）と前年度をわずかに上回った（図３）。 

 

図３ 豚肉生産量および子取り用めす豚の頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」、「食肉流通統計」 
注１：生産量は、部分肉ベース。 
注２：子取り用めす豚の頭数は、各年度２月１日現在。令和元年度は 

２０２０年農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆輸入 

 ３年度の豚肉輸入量、前年度比５.１％増 

豚肉 

 豚肉の輸入量については、冷蔵品は、国内での好調な

需要などから増加傾向で推移している。冷凍品も、ＥＵ

諸国からの輸入量の増加や、カットなど技術面の向上に

よりメキシコ産などの輸入量が増えたこともあり、元年

度までは、６年連続で増加していた。 

令和３年度は、９２万８９９４トン（前年度比 

５.１％増）と前年度をやや上回った（図４）。このうち、

冷蔵品は外食から内食へのシフトにより、４２万６８３６

トン（同２.１％増）と前年度をわずかに上回った。冷 

 

図４ 豚肉の輸入量および輸入価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 
注 1：部分肉ベース。 

 注２：合計にはくず肉を含む。 

凍品は、前年が新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ

-１９）の影響による業務用需要の減少により、輸入量

が抑えられていた反動などにより、５０万２１４２トン

（同７.８％増）と前年度をかなりの程度上回った。 

 また、３年度の国別輸入量は、米国産が２４万９０７８

トン（同０.５％減）、カナダ産が２２万６２１３トン（同

３.９％減）、と前年度から減少した一方、スペイン産が

１３万６２３３トン（同３７.６％増）、メキシコ産は

１１万８６１０トン（同１３.４％増）、デンマーク産が

８万１３６７トン（同９.６％増）と前年度から増加し

た（図５）。 
 

図５ 豚肉の国別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：財務省「貿易統計」 
  注１：部分肉ベース。 
  注２：くず肉を含む。  

年報畜産 ２０２２ 【国内：豚肉】 
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豚肉調製品・ソーセージ 

 豚肉調製品やソーセージの輸入量については、底堅い

需要がある中で、現地相場の変動に伴う増減を繰り返し

ている。 

令和３年度は、ソーセージやその他調製品の輸入量

が前年度を上回った。一方、豚肉調製品全体の輸入量

は、年度前半はおおむね前年度を上回って推移してい

たものの後半は下回り、合計では２０万７５２５トン

（前年度比１.６％減）と前年度をわずかに下回った

（図６）。 

図６ 豚肉調製品およびソーセージの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注１：もも調製品：160241090（関税率 20％）。 
注２：かた調製品：160242090（関税率 20％）。 
注３：その他調製品：160249290（関税率 20％）。 
注４：ソーセージ：160100000（関税率 10％）。 

◆消費 

 ３年度の推定出回り量は前年度比１.４％増、家計消費量は同１.４％減  

推定出回り量 

 豚肉の推定出回り量は、近年の好調な豚肉消費を背景

に増加傾向で推移している。 

 令和３年度は、２年度に引き続きＣＯＶＩＤ-１９の

影響により巣ごもり需要が堅調となったことから、国産

品は９２万１２１７トン（前年度比０.６％増）と、輸

入品は９３万７８０トン（同２.２％増）と、ともに前

年度をわずかに上回った（図７）。この結果、全体でも

１８５万１９９８トン（同１.４％増）と前年度をわず

かに上回った。なお、合計に占める国産品の割合は４９.７％

（同０.４ポイント減）と前年度を下回った。 
 

図７ 豚肉の推定出回り量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農畜産業振興機構推計 

  注：部分肉ベース。 

家計消費 

  豚肉消費の約５割を占める家計消費について、年間１

人当たりの豚肉の家計消費量を見ると、元年度において

は一時的な減少があったものの、家庭における好調な豚

肉需要を背景におおむね増加傾向で推移している。３年

度は、２年度に引き続き巣ごもり需要が堅調だった一方

で、総菜などの中食や加工品も好調だったことから、年

間１人当たり７.７キログラム（前年度比１.４％減）と

前年度をわずかに下回った（図８）。 

 

図８ 豚肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：総務省「家計調査報告」 
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◆在庫 

 ３年度の推定期末在庫量、前年度比１.０％減  

 豚肉の推定期末在庫量については、約９割を輸入品が

占めており、そのうち９割強を冷凍品が占めている。こ

のことから、推定期末在庫は輸入量の影響を受け、増減

を繰り返しながら推移している。 

令和３年度は、国産品は２年度に引き続きＣＯＶＩＤ

-１９の影響により巣ごもり需要が旺盛となったことに

より、２万４００１トン（前年度比０.４％減）と前年

度をわずかに下回った（図９）。輸入品は、ＣＯＶＩＤ-

１９の影響による業務用需要の減少などにより、１５万

６０９４トン（同１.１％減）と、前年度をわずかに下

回った。この結果、合計でも１８万９５トン（同１.０％

減）と前年度をわずかに下回った。 

図９ 豚肉の推定期末在庫量の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

◆枝肉卸売価格 

 ３年度の枝肉卸売価格、３.５％安

 豚枝肉卸売価格（東京、極上・上加重平均）は、出荷

頭数が少なくなる春から夏にかけて上昇基調で推移し、

出荷頭数の増加する秋ごろから低下する傾向にある。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による巣ごも

り需要が旺盛となり、価格は例年より高い水準で推移し

た。３年度は新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言に

よる巣ごもり需要で卸売価格は引き続き堅調に推移した

が、巣ごもり需要がやや弱った結果、年度平均では１キ

ログラム当たり５５０円（前年度比３.５％安）となっ

た（図１０）。 

図１０ 豚枝肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注１：卸売価格は、極上と上の加重平均。 
注２：消費税を含む。 
注３：３０年度安定価格については、平成３０年１２月２９日まで

適用。 
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◆小売価格 

 ３年度の小売価格、国産品および輸入品いずれも前年度並み

 令和３年度の豚肉の小売価格（ロース）について、国

産品は、生産量が増加したものの、１００グラム当たり

２６６円（前年度比１００.０％）と前年度並みとなっ

た（図１１）。また、輸入品は、冷蔵品の輸入量が増加

したものの、同１４４円（前年度比１００.０％）と前

年度並みとなった。 

 

 

 

 

 

図１１ 豚肉の小売価格（ロース）の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。
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鶏肉 
◆飼養動向 

 ４年２月現在の出荷羽数は前年比０.８％増 

 ブロイラーの飼養動向は、小規模農家の廃業や大規模

層（年間出荷羽数５０万羽以上）のシェアの拡大を背景

に、出荷戸数は減少傾向で推移する一方で、１戸当たり

の平均飼養羽数や平均出荷羽数は年々増加傾向にある。 

令和４年のブロイラーの出荷戸数は２１５０戸（前年

比１.８％減）と前年をわずかに下回った（図１）。また、

出荷羽数は７億１９２５万９０００羽 （同０.８％増）

と前年をわずかに上回った。この結果、１戸当たりの出

荷羽数は３３万４５００羽（同２.６％増）と前年をわ

ずかに上回った（図１）。 

なお、ブロイラーの出荷戸数および出荷羽数を規模別

に見ると、ブロイラーの出荷羽数が５０万羽以上の層が

出荷羽数全体の４９％を、出荷戸数全体の１５％をそれ

ぞれ占めた。 

図１ ブロイラー出荷戸数および出荷羽数の推移 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：令和２年は農林業センサス実施年のため、調査休止。 

 

◆生 産 

 ３年度の鶏肉生産量、前年度比２.２％増

 鶏肉の生産量は、消費者の根強い国産志向や健康志向

などを背景に、平成２３年度以降、前年度を上回って推

移しており、３０年度以降は１６０万トンを超えて増加

を続けている。令和３年度も、安定した需要が継続して

いることから、１６８万５３５１トン（前年度比２.２

％増）と前年度をわずかに上回り、過去 高を更新した

（図２）。 

図２ 鶏肉の生産量の推移 

 

資料：農林水産省「食鳥流通統計」、「食料需給表」より農畜産
業振興機構推計 

注：骨付き肉ベース。
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◆輸 入 

 ３年度の輸入量、鶏肉は前年度比７.５％増、鶏肉調製品は同６.８％増

鶏肉 

 鶏肉の冷蔵品は消費期限が短いことから、輸入品のほ

とんどは主に加工・業務用に仕向けられる冷凍品である。 

 鶏肉の輸入量は、国内消費量の約２５％を占めており、

近年は５０万トン台で推移している。令和２年度は、新

型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響に

より業務用需要が減少する中、国内の輸入品在庫が高水

準にあったことなどにより輸入量の減少が見られたが、

３年度は、テイクアウトやデリバリー利用などによる中

食需要の増加を受けて、５９万４２２３トン（前年度比

７.５％増）と前年度をかなりの程度上回り、過去 高

を更新した（図３）。 

輸入価格（ＣＩＦ）は、１キログラム当たり２４４円

（同１８.６％高）と前年度を大幅に上回った。 

 

図３ 鶏肉の輸入量および輸入価格（ＣＩＦ）の推移 
 

 

資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 
 
 

 

 

 

 

 

 

主要な輸入先のうち、ブラジルが全体の約７割を占め、

タイ、米国が続いている。 

 国別の輸入量を見ると、ブラジル産については、全輸

入量の７割以上を占めており、３年度は、４４万４３５

トン（同８.８％増）と前年度をかなりの程度上回った

（図４）。 

 タイ産については、平成２５年度の輸入再開以降、細

かい規格への対応が可能であることなどから一定数量の

ニーズを得て推移している。３年度は、１３万５３３５

トン（同１.５％増）と前年度をわずかに上回り、２年

度連続の増加となった。 

 米国産については、クリスマス需要などに向けられる

骨付きもも肉が多くを占めており、３年度は、１万 

５９０８トン（同２９.１％増）と、米国内で発生した

高病原性鳥インフルエンザの影響を受けた前年度を大幅

に上回り、４年度ぶりの増加となった。 

 

図４ 鶏肉の国別輸入量の推移 

 

資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 
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鶏肉調製品 

 鶏肉調製品（加熱処理や衣付け、調味した鶏肉など）

の輸入量は、近年、外食・中食需要の高まりや消費者の

簡便志向などを背景に増加傾向で推移している。 

主な輸入先は、加熱処理施設が多数存在するタイお

よび中国となっており、両国からの輸入量の合計で全

体の９９％を占める。高病原性鳥インフルエンザの発

生に伴う加熱加工品を除く鶏肉の輸出規制を受けて調

製品への切り替えが進んでいる。 

令和２年度にＣＯＶＩＤ－１９の影響により業務用需

要が減少したことから、同年度はタイ産、中国産ともに

前年を下回ったものの、３年度は中食需要の増加により、

４９万８９４１トン（前年度比６.８％増）と前年度を

かなりの程度上回った。（図５）。 

国別の輸入量は、タイについては、平成３０年度以降、

３０万トンを超える輸入が続いており、令和３年度は、

３０万８２８６トン（同１.４％増）と前年度をわずか

に上回った。なお、全輸入量に占める割合は６２％とな

った。 

中国については、近年、人件費の上昇に伴う生産コス

トの上昇などにより鈍化傾向で推移している。３年度は、

前年度に減少した反動により、１８万４０５１トン（同

１６.７％増）と、３年度ぶりに前年度を上回った。な

お、全輸入量に占める割合は３７％となった。 
 

図５ 鶏肉調製品の国別輸入量の推移 

 

資料：財務省「貿易統計」 
 

◆消 費 

 ３年度の推定出回り量は前年度比３.５％増、家計消費量は同２.３％減

 鶏肉の推定出回り量は、近年、消費者の低価格志向や

健康志向などを背景に増加傾向で推移しており、令和３

年度は２２８万５７２３トン（前年度比３.５％増）と

１７年連続で前年度を上回り、過去 高となった（図６）。 

 出回り量の内訳を見ると、鶏肉消費量全体の約４分の

３を占める国産品は、仕向け先の大半を占めている家計

消費が好調なことから、増加傾向にある。３年度は、巣

ごもり需要の継続などにより１６８万１６３８トン（前

年度比１.９％増）と１１年連続で前年度を上回り、過

去 高を更新した。 

 主に加工・業務用に利用されている輸入品は、外食・

中食需要の高まりにより、近年増加傾向にある。２年度

はＣＯＶＩＤ－１９の影響により外食需要が減少したも

のの、３年度は空揚げなどの持ち帰り需要の増加などに

より、６０万４０８５トン（同８.４％増）と前年度を

かなりの程度上回り、３年度ぶりの増加となった。 

 なお、合計に占める国産品の割合は７３.６％と前年

度から１.２ポイント減少した。 

 

図６ 鶏肉の推定出回り量の推移 

 

資料：農畜産業振興機構推計 
注：実量ベース。 
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家計消費 

 鶏肉消費量の約４割を占める家計消費量は、消費者の

健康志向の高まりに加え、食肉の中での価格優位性を背

景に増加傾向で推移している。 

令和２年２月下旬以降、ＣＯＶＩＤ－１９の影響によ

る巣ごもり需要が増加する中、食肉の中でも比較的安価

な鶏肉の購入数量が増加し、令和２年度に過去 高を更

新した。３年度は、外食需要の回復に伴い、巣ごもり需

要に落ち着きがみられたことから、年間１人当たり 

６.３キログラム（前年度比２.３％減）と１１年ぶりに

前年度を下回った（図７）。ただし、元年度までとの比

較では、高い水準での推移が続いている。 

 

図７ 鶏肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 
 

資料：総務省「家計調査報告」 
 
 

◆在庫 

 ３年度の推定期末在庫量、前年度比３.８％減

 鶏肉の推定期末在庫量は、その約８割を輸入品が占め

ることから、輸入量の動向に大きく左右される。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごも

り需要の高まりに伴う国産品の出回り量の増加や輸入量

の減少を背景に、在庫は取り崩しとなった。３年度は、

巣ごもり需要の継続に加えて中食需要が増加し、国産品、

輸入品ともに需要が増加したことから、１５万７６５３

トン（前年度比３.８％減）と２年度連続で前年度を下

回った（図８）。 

このうち、輸入品は１２万５１６０トン（同７.３％

減）と前年度をかなりの程度下回った一方、国産品は 

３万２４９３トン（同１２.９％増）と前年度をかなり

大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

図８ 鶏肉の推定期末在庫量の推移 

 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
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◆卸売価格 

 ３年度の卸売価格、もも肉は前年度比１.２％安、むね肉は同９.４％高

 国産鶏肉の卸売価格（ブロイラー卸売価格・東京）は、

日本では「もも肉」に対する消費者の嗜好
し こ う

が高いことか

ら、価格水準が「むね肉」に比べて高くなっている。「も

も肉」は、主にテーブルミートに仕向けられており、「む

ね肉」は総菜やチキンナゲット、ソーセージなど主に加

工･業務用利用が多くなっている。 

「もも肉」は、令和２年２月下旬以降、ＣＯＶＩＤ－

１９の影響による巣ごもり需要が継続しているものの、

３年度は、夏以降に巣ごもり需要の落ち着きが見られた

ことから、卸売価格は１キログラム当たり６３６円（前

年度比１.２％安）と前年度をわずかに下回った（図９）。

一方、「むね肉」は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により外

食需要は減少しているものの、加工用および量販店需要

が好調であったことから、同３２５円（同９.４％高）

と前年度をかなりの程度上回った。 

 

図９ 国産鶏肉の卸売価格（東京）の推移 

 
資料：農林水産省「食鳥市況情報」 
 注：消費税を含まない。 

◆小売価格 

 ３年度の小売価格（もも肉）、前年度比０.８％高

 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）は、近年、１００グ

ラム当たり、１３０円前後で推移している。 

平成３０年度以降、前年度を下回る推移が続いていた

が、令和３年度は、同１３０円（前年度比０.８％高）

と前年度をわずかに上回り、４年度ぶりの増加となった

（図１０）。 

 

 

図１０ 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）の推移 
 

 
 

資料：総務省「小売物価統計調査報告」 
 注：消費税を含む。 
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牛乳・乳製品 
◆飼養動向 

 ４年２月現在の乳用牛飼養頭数、前年比１.１％増 

 乳用牛の飼養戸数は、酪農家の高齢化や後継者不足な

どにより離農が進んでいることから、令和４年では、前

年を５００戸下回る１万３３００戸（前年比３.６％減）

とやや減少した（図１）。 

一方で、飼養頭数は、性判別精液の活用などによる後

継牛確保の取り組みの進展などから、４年では１３７万

１０００頭(同１.１％増)と、前年をわずかに上回った。 

 この結果、同年の１戸当たり飼養頭数は、１０３.１頭

(同４.９％増)と前年からやや増加し、はじめて１００

頭を超えた。 

 

 

 

図１ 乳用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：平成３１年（旧）までは従来実施してきた飼養者を対象とし

た統計調査。平成３１年（新）以降は牛個体識別全国データ
ベースなどの行政記録情報や関係統計により集計した加工統
計であり、統計手法が異なる。 

◆生乳生産 

 ３年度の生乳生産量、前年度比２.９％増

 令和３年度の全国の生乳生産量は、飼養頭数や１頭当

たりの泌乳量の増加などにより、７６４万６５１９トン

（前年度比２.９％増）と３年連続で前年度をわずかに

上回った（図２）。経産牛１頭当たりの泌乳量は微増傾

向で推移しており、３年度は８８７４キログラム（同０.８％

増）となった。 

 

 

図２ 生乳生産量・経産牛１頭当たりの泌乳量の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」 
注１：経産牛１頭当たりの泌乳量は、畜産統計および牛乳乳製品統

計のデータを基に機構にて算出。 
注２：畜産統計について、令和元年から統計手法が変更されたた

め、経産牛１頭当たりの泌乳量については令和元年度以降の
数値は、平成３０年度までの数値と接続しない。

年報畜産 ２０２２ 【国内：牛乳・乳製品】 
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年報畜産 ２０２２ 【国内：牛乳・乳製品】 

◆用途別生乳処理量 

３年度の乳製品向け処理量、前年度比７.３％増 

令和３年度の用途別生乳処理量を仕向け先別に見ると、

牛乳等向けは３９９万７８０１トン（前年度比０.９％減）

と前年度をわずかに下回った（図３）。このため、３年

度の生乳生産量に占める牛乳等向け処理量の割合を表

す市乳化率は、５２.３％と前年度より２.０ポイント低

下した。 

一方、乳製品向け処理量は３５９万９２９０トン（同

７.３％増）と前年度をかなりの程度上回った。生乳生

産量が増加した一方で、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ－１９）の影響などにより、牛乳等向け処理量

が減少したことから、長期保存可能な脱脂粉乳およびバ

ターなどへの仕向け量が増加したとみられる。 

図３ 用途別生乳処理量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 

◆乳製品向け処理量 

 ３年度の脱脂粉乳・バター等向け生乳処理量、前年度比１０.０％増

 令和３年度の生乳の需給構造を見ると、生乳生産

量は約７６５万トンと前年を上回った（図４）。この

うち乳製品向け処理量を区分別に見ると、脱脂粉

乳・バター等向けは、ＣＯＶＩＤ－１９の影響などか

ら約１８６万トン（前年度比１０.０％増）と前年度

をかなりの程度上回った。また、チーズ向けは約４４

万トン（同５.７％増）と前年度をやや上回り、生ク

リーム等向けは、約１２５万トン（同４.３％増）と

前年度をやや上回った。 

また、輸入乳製品（生乳換算）は、約４６９万トン

と２年連続で減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 生乳の需給構造の概要（令和３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

資料：農林水産省「畜産・酪農をめぐる情勢」 
注１：国内生乳生産量の中には、このほか、他の用途向け（約５万

トン）や自家消費等（約５万トン）の生乳がある。 
注２：生クリーム等向けは、生クリーム・脱脂濃縮乳・濃縮乳に仕

向けられたものをいう。 
 
 
 
 
 
 

 

 

輸入乳製品

約４６９万トン
(生乳換算)

脱脂粉乳・バター等向け

約１８６万トン
生クリーム等向け

約１２５万 トン

国内生乳
生産量

約７６５万トン

チーズ向け約４４万トン

牛乳等向け

約４００万トン
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◆脱脂粉乳 

３年度の民間期末在庫量、前年度比２０.７％増

 令和３年度の脱脂粉乳の生産量は、１５万９７１０ト

ン（前年度比１３.７％増）と元年度から３年連続で増

加している。一方で、同年度の輸入量（機構輸入分のみ）

は、４９６トン（同７１.８％減）と大幅に減少した（図５）。 

 

図５ 脱脂粉乳の生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 
     注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

こうした中、３年度の推定出回り量は、１４万３８４７ト

ン（同４.５％増）と前年度からやや増加したものの、

生産量の増加などの影響もあり、３年度の民間期末在庫

量は、９万７６９２トン（同２０.７％増）と前年度を

大幅に上回った（図６）。 

 

図６ 脱脂粉乳の民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 

 令和３年度の脱脂粉乳の大口需要者価格は、２５キロ

グラム当たり平均１万７５９８円（同０.６％安）とわ

ずかに低下した（図７）。 

 

図７ 脱脂粉乳の大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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◆バター 

 ３年度の生産量、前年度比５.８％増

 令和３年度のバターの生産量は、７万５０８５トン（前年度

比５.８％増）と前年度をやや上回った。一方、同年度の

輸入量（機構輸入分のみ）は、８１８５トン（同３８.７％

減）と大幅に減少した（図８）。 

 

    図８ バターの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

こうした中、同年度の推定出回り量は８万２８３６

トン（同１０.８％増）とかなりの程度増加したもの

の、生産量の増加などの影響もあり、同年度の民間期

末在庫量は３万９５７４トン（同１.８％増）とわず

かに増加した（図９）。 
 

図９ バターの民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 

 ３年度のバターの大口需要者価格は、１キログラム当

たり平均１３８８円（同１.４％安）とわずかに低下した

（図１０）。 

 

図１０ バターの大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 

  

年報畜産 ２０２２ 【国内：牛乳・乳製品】 



 

5 

◆チーズ 

 ３年度の総消費量、前年度比０.３％減 

チーズの生産量・輸入量

令和３年度のナチュラルチーズの輸入量（プロセス

チーズ原料用＋プロセスチーズ原料用以外）は、２７万

６６４６トン（前年度比２.１％減）とわずかに減少

した。内訳を見ると、プロセスチーズ原料用は８万

８３０４トン（同３.３％減）とやや、プロセスチー

ズ原料用以外は１８万８３４２トン（同１.５％減）

とわずかに減少した（図１１）。  

国産ナチュラルチーズの生産量（プロセスチーズ原

料用＋プロセスチーズ原料用以外）は、４万５３４１ト

ン（同７.０％増）とかなりの程度増加した。内訳を

見ると、プロセスチーズ原料用が２万１５８５トン（同

２.３％増）とわずかに、プロセスチーズ原料用以外が

２万３７５６トン（同１１.８％増）とかなり大きく、

増加した。

 

図１１ ナチュラルチーズの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
 注：プロセスチーズ原料用以外とは、直接消費用、業務用、その他原料用として使用された量。 

 

チーズの総消費量 

令和３年度のナチュラルチーズ消費量は、２１万２０９８

トン（前年度比０.１％減）となった。また、プロセスチ

ーズ消費量は、１４万２４１９トン（同０.４％減）とわず

かに減少した（図１２）。 

 この結果、ナチュラルチーズとプロセスチーズを合わ

せた総消費量は３５万４５１７トン（同０.３％減）と

前年度並みとなった。 

 

 

 

図１２ チーズの総消費量と国産割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」
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 チーズ総消費量の内訳

令和３年度のチーズ総消費量に占める国産チーズの割

合は、国内生産量が増加した一方、輸入が減少したこと

から１３.７％（ナチュラルチーズベースに換算した場

合の自給率）となり、前年度より１.０ポイント上昇し

た。 

 うち、プロセスチーズ原料用以外のナチュラルチーズ

については、国産の生産量が２万３７５６トン（前年度

比１１.８％増）と前年度をかなり大きく上回り、輸入

量は１８万８３４２トン（同１.５％減）と前年度をわ

ずかに下回ったことから、国産の割合は１１.２％と前

年度より１.２ポイント上昇した（図１２）。また、プロ

セスチーズ原料用のナチュラルチーズについても、国産

の生産量が２万１５８５トン（同２.３％増）と前年度

をわずかに上回り、輸入量が８万８３０４トン（同３.

３％減）と前年度をやや下回ったことから、国産の割合

は１９.６％と前年度より０.８ポイント上昇した。 
 

図１３ 令和３年度のチーズ総消費量の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
注１：プロセスチーズ原料以外とは、直接消費量、業務用、その他の原料用として使用されたもの。 
注２：四捨五入の関係で、必ずしも合計値が文中の数字と一致しない。 

◆アイスクリーム 

 ３年度の輸入量、前年度比１７.０％増

 令和３年度のアイスクリームの市場規模は、販売金額

が、５２５８億円（前年度比１.２％増）となり、わず

かに前年度を上回った（図１４）。 

需給動向を見ると、令和３年度の国産アイスクリーム

生産量は、１４万４７キロリットル（同８.２％増）と

かなりの程度、輸入量は、５９５２トン（同１７.０％

増）と大幅に増加した。 

図１４ 種類別アイスクリームの市場規模の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：一般社団法人 日本アイスクリーム協会「2019 年度 アイ
スクリーム類及び氷菓 販売実績」、農林水産省「牛乳乳
製品統計」、財務省「貿易統計」 
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鶏卵 
◆飼養動向 

 ４年２月現在の採卵鶏飼養羽数、前年０.５％減 

  採卵鶏の飼養戸数は、小規模飼養者層を中心に減少

傾向で推移しており、令和４年は１８１０戸（前年比３.７％

減）と前年をやや下回った（図１）。 

飼養羽数は、近年増加傾向で推移していたものの、３年

は高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）が発生した影

響により減少し、４年も同様に１億８０１０万羽（同０.５％

減）と前年を下回った。このうち実際に産卵を行う成鶏

めすの飼養羽数は１億３７２９万羽（同２.４％減）と

前年をわずかに下回った。この結果、１戸当たりの平均

成 鶏 め す 飼 養 羽 数 は 、 ７ 万 ５ ９ ０ ０ 羽 （ 同 

１.５％増）と前年をわずかに上回った。 

なお、成鶏めすの飼養戸数および飼養羽数を規模別に

見ると、成鶏めすを１０万羽以上を飼養する層は、飼養

戸数全体の２０％を、飼養羽数全体の７９％をそれぞれ

占めた。 

図１ 採卵鶏の飼養戸数および成鶏めす羽数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：成鶏めすとは、種鶏を除く６カ月齢以上のめすをいう。 
注３：飼養戸数は、種鶏のみの飼養者を除く。 
注４：令和２年は農林業センサス実施年のため、調査休止。 

◆生 産 

 ３年度４～１２月の生産量、前年同期比１.４％減

 鶏卵生産量は、これまで２６０万トン台前後でおおむ

ね安定して推移してきたが、平成２５年度後半年から２７年

にかけて鶏卵相場が好調に推移したことから生産者の増

産意欲が高まり、生産拡大が進み、生産量は増加傾向と

なっている（図２）。令和元年度は２６４万９８７５ト

ン（前年度比０.７％増）と過去最高となったものの、

２年度は、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）

の影響により価格が低水準で推移したことやＨＰＡＩ発

生により採卵鶏の殺処分羽数が多かったことから減少し

た。３年度(４～１２月)もＨＰＡＩ発生の影響などによ

り、１９４万７１５４トン（前年同期比１.４％減）と

前年同期をわずかに下回った。 

 

図２ 鶏卵生産量の推移 

資料：農林水産省「鶏卵流通統計」 
 注：令和４年１月以降のデータは未公表。 
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◆輸 入 

 ３年度の輸入量、前年度比１３.４％増

 鶏卵（ふ化用除く）の輸入量（殻付き換算）は、国内

消費量の４％程度で推移している。輸入量の約９割が保

存性に優れ、輸送コストの安い加工原料用の粉卵であり、

主にオランダ、イタリアおよび米国から輸入している。

なお、粉卵の輸入量のうち８割は卵白粉であり、ハム・

ソーセージのつなぎの原料などに使用されている（図３）。 

 令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により業務用

需要が大幅に減少した影響などにより、４年ぶりに１１

万トンを割り込んだ。一方、３年度は、需要が回復した

ことや前年度に減少した反動などから１１万５４７５ト

ン（前年度比１３.４％増）と前年度をかなり大きく上

回った。 

図３ 鶏卵輸入量の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き換算ベース。 

◆輸 出 

 ３年度の輸出量、前年度比２４.９％増

近年、鶏卵の輸出量は、生食可能な品質が評価され、

増加傾向で推移している。令和２年度に、最大の輸出先

である香港において、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により内

食化が進んだことなどを背景に、現地の日本産鶏卵の需

要が増加し、３年度も好調に推移したことから鶏卵（殻

付き卵）の輸出量は２万４１５６トン（前年度比 

２４.９％増）、輸出額は６４億８１０８万円（同 

３２.５％増）といずれも前年度を大幅に上回り、過去

最高を更新した（図４）。 

 輸出先を見ると、香港（２万３４１６トン、６２億 

６４０８万円）、シンガポール（３４４トン、１億 

４１９８万円）のほか、台湾、マカオに輸出されており、

輸出量の約９７％が香港向けとなっている。 

 

 

 

 

図４ 鶏卵の輸出量および輸出金額の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き卵（食用）。 
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◆消 費 

 ３年度の１人当たり家計消費量、前年度比３.３％減

鶏卵の家計消費量は、量販店などで販売されるテーブ

ルエッグに加え、近年、食の簡便化に対応してコンビニ

エンスストアなどで販売されている卵加工品の需要の高

まりを受けて増加傾向にある。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごも

り需要を受けて大幅に増加したものの、３年度は巣ごも

り需要に落ち着きがみられたため、年間１人当たりの消

費量は１１.２キログラム（前年度比３.３％減）と前年

度をやや下回り、８年ぶりの減少となった（図５）。た

だし、３年度もＣＯＶＩＤ－１９の影響を受ける元年度

以前の消費量を上回る水準となっている。 

 

図５ 鶏卵の家計消費量（年間１人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：総務省「家計調査報告」 

◆卸売価格 

 ３年度の卸売価格、前年度比２６.５％高

 鶏卵卸売価格（東京全農系Ｍ玉）は、夏場の不需要期

に向けて低下し、年末の需要期に向けて上昇する傾向が

ある。 

 鶏卵を使用したデザートやマヨネーズなどの加工向け

を含めた旺盛な需要などを背景に生産拡大が進み、需要

を上回る供給が続いたことから、平成２８年度以降、低

下傾向で推移していた。令和元年度に、成鶏更新・空舎

延長事業の発動や台風被害に伴う供給量の減少などを

受けて卸売価格は上昇したものの、２年度は、ＣＯＶＩ

Ｄ－１９の影響により業務用需要が大幅に減少したこと

から、再び低下した。３年度は、ＨＰＡＩ発生に伴う大

幅な供給の減少により、１キログラム当たり２１５円（前

年度比２６.５％高）と前年度を大幅に上回り、４年度

ぶりに２００円台まで上昇した（図６）。 

図６ 鶏卵の卸売価格（東京全農系Ｍ玉） 

 
資料：JA 全農たまご株式会社「相場情報」 
 注：消費税を含まない。 
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◆小売価格 

 ３年度の小売価格、前年度比４.０％高

 国内の鶏卵消費量のほとんどが国内生産で賄われてい

ることから、鶏卵小売価格は卸売価格の変動に影響を受

ける傾向がある。 

令和３年度の鶏卵の卸売価格（東京全農系Ｍ玉）は、

は、ＨＰＡＩ発生の影響を受けて大幅に上昇したことな

どから、鶏卵小売価格（東京都区部）は１パック当たり

２３２円（前年度４.０％高）と前年度をやや上回った

（図７）。 

 

図７ 鶏卵の小売価格（東京都区部） 

資料：総務省「小売物価統計調査」 
注１：消費税を含む。 
注２：価格は、平成２９年１２月以前はＬサイズ。３０年１月以降は

サイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、「ＭＳ５２
ｇ～Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。 
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飼料 
◆飼料需要量の推移 

 ３年度の飼料自給率は、前年度と変わらず２５％ 

 飼料の需要量は、近年は２５００万トン（ＴＤＮベー

ス）程度で推移している（図１）。 

 令和３年度（概算）は、２５２９万９０００トン（前

年度比１.５％増）となった。 
 

図１ 飼料需要量（ＴＤＮベース）の推移 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：農林水産省「食料需給表」 

注１：ＴＤＮ（可消化養分総量）とは、家畜が消化できる養分のエネ

ルギー含量を示す単位であり、飼料の実量とは異なる。 

注２：濃厚飼料「純国内産原料」とは、国内産に由来する濃厚飼料（国

内産飼料用小麦・大麦など）である。濃厚飼料「輸入原料」に

は、輸入食料原料から発生した副産物（輸入大豆から搾油した

後発する大豆油かすなど）も含む。 

注３：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 

注４：令和３年度は概算値。 
 

 

 

 

 

 

 

 飼料の自給率を見ると、３年度（概算）の純国内産飼

料自給率［（純国内産粗飼料供給量＋純国内産濃厚飼料供

給量）/総需要量］は、前年度と変わらず２５％となった

（図２）。 

 また、純国内産粗飼料自給率は、飼料作物の作付面

積が横ばいで推移したことに加え、夏季の少雨の天候

の影響などがあったものの単収も前年同であったこと

から前年同の７６％となった。 

 純国内産濃厚飼料自給率は、前年度比１ポイント増

の１３％となった。 
 

図２ 飼料自給率の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「食料需給表」 
注１：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 
注２：令和２年度は概算値。 

◆飼料作物の生産 

収穫量は、前年比６.３％増

 飼料作物の作付面積は、長らく畜産農家戸数や飼養

頭数の減少に加え、農家の高齢化による労働力不足な

どに伴い微減傾向で推移していた。しかし、平成２２

年以降は、稲発酵粗飼料および飼料用米の作付けが拡

大した結果、増加傾向で推移した。 

令和３年（概算）は、飼料用米の作付面積の増加な

どにより、１００万１０００ヘクタール（前年比４.７

％増）となった（図３）。 

 また、飼料作物の収穫量（ＴＤＮベース）は、平成

２９年ごろまでは稲発酵粗飼料や飼料用米の作付け拡

大により増加傾向であるが、近年は横ばいで推移して

いる。令和３年は、３８４万６０００トン（同６.３％

増）と、前年を上回った。 
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図３ 飼料作物の生産の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「飼料をめぐる情勢」 

 

 稲発酵粗飼料の作付面積は、近年増加傾向で推移し

ており、３年産は、前年産から１４５７ヘクタール増

加し、４万４２４８ヘクタール（同３.４％増）となっ

た（図４）。 

 また、飼料用米の作付面積も増加傾向で推移してお

り、３年産は、前年産から４万４８６１ヘクタール増

加し、１１万５７４４ヘクタール（同６３.３％増）と

なった。 
 

図４ 稲発酵粗飼料および飼料用米の作付面積の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「飼料をめぐる情勢」 
 

◆粗飼料の輸入 

 ３年度の輸入量、乾牧草は増加、ヘイキューブは減少

 乾牧草の輸入量は、平成２９年度は前年度の日本国内の

天候不順による乾牧草の供給不足などにより、輸入乾牧草

の需要が高まり１９３万８０６７トン（前年度比３.８％増）

となった（図５）。３０年度も北海道における長雨の影響な

どにより引き続き乾牧草の供給が不足したことから、

２０３万９４０６トン（同５.２％増）となった。令和元

年度も前年の北海道の天候不良の影響に加え、東北におけ

る天候不良などの影響を受け国内供給が不足したことから、

２０２万１０６８トン（同０.９％減）となった。 

３年度は、前年度から続く国際的な海上コンテナ輸送の 
 

図５ 粗飼料の輸入量の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 注：稲わらは、中国から輸入された穀物のわらである。 

混乱などにより不安定な供給状況が生じたものの、２０９

万１３８３トン（同３.２％増）となった。 

また、ヘイキューブの輸入量は、近年微減傾向で推

移しており、３年度は１３万１５７トン（同４.３％減）

となった。 

乾牧草およびヘイキューブの輸入価格（ＣＩＦ）は、

近年、主産地における国内需要や新興国などの需要が

堅調である中、天候や為替により変動している。３年

度は、為替が円安に推移した影響やコンテナ輸送費の上

昇などにより、乾牧草、ヘイキューブともに前年度を上

回った（図６）。 

図６ 粗飼料の輸入価格（ＣＩＦ）の推移 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：財務省「貿易統計」 
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◆配合飼料の生産 

３年度の生産量は微増

 配合飼料の生産量は、昭和６３年度をピークに家畜

飼養頭羽数の減少に伴って緩やかに減少していたが、

近年は横ばいで推移しており、令和３年度は２３７０万

６８３０トン（前年度比０.４％増）となった（図７）。 

 畜種別で見ると、養鶏用が１０１９万６２５０トン

（同０.１％増）、うち成鶏用が５６６万５７８６トン

（同０.６％減）、ブロイラー用が３８４万７２８３ト

ン（同０.８％増）、養豚用は５６５万９３０４トン（同

１.１％減）、乳牛用は３１６万１１０９トン（同２.７％

増）、肉牛用は４６３万６７８トン（同１.４％増）と

なった。 

図７ 配合飼料の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」〈速報版〉 
  （公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

◆飼料用トウモロコシの輸入 

 ３年度の輸入量は、アルゼンチン産が増加

 配合飼料の原料穀物（トウモロコシ、こうりゃん、

大麦、小麦など）のほとんどは輸入に依存しており、

輸入量の８割以上をトウモロコシが占める。 

 トウモロコシの輸入量は、平成２９年度以降増加傾

向で推移していたが、令和３年度は１０６０万９８０５

トン（前年度比５.４％減）となった（図８）。 

 輸入先別に見ると、３年度はアルゼンチン産のシ

ェアが拡大し、１０２万７５５７トン（同１０７倍）

と大幅に増加した。一方、ブラジル産は天候不順により

１６３万８３６４トン（同５２.４％減）と大幅に減少し

た。 

 

図８ 飼料用トウモロコシの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 資料：財務省「貿易統計」 

◆配合飼料価格 

 ２年度の配合飼料工場渡し価格は、０.２％上昇

 配合飼料価格は、飼料穀物の国際相場、海上運賃、

為替相場などの動向を反映する。令和３年度の工場渡

し価格は、１トン当たり７万３１７２円（前年度比１９.

１％高）となった（図９）。 

 畜産経営では、生産費に占める配合飼料費の割合が

高い。このため、配合飼料価格の上昇が畜産経営に及

ぼす影響を緩和する措置として、民間の自主的な積み

立てによる通常補塡
ほ て ん

制度と、通常補塡で対処し得ない

価格高騰に対応するため、国の支援による異常補塡制

度が導入されている。 

 近年は、２８年秋以降、円安の影響や海上運賃の上

昇などにより輸入原料価格が高騰したことから、２８

年度第４四半期以降、３期連続で発動した。 

 ３０年１月以降、シカゴ相場が一時的に上昇したこ

年報畜産 ２０２２ 【 国内：飼料 】 年報畜産 ２０２２ 【 国内：飼料 】 
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とや、海上運賃上昇の影響などを受け、輸入原料価格

が上昇したことから、３０年度は通常補填が４期連続

で発動した（表）。また、中国の需要増加などを背景に

シカゴ相場が上昇したことから、令和２年度第４四半

期は８期ぶりに通常補填が発動した。３年度第１四半

期は通常補填が発動するとともに、１６期ぶりに異常

補填が発動し、続く第２～第４四半期も通常・異常補

填ともに発動した。 

 

図９ 配合飼料の価格動向の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」＜速報版＞および 

（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

注：全畜種加重平均の配合飼料工場渡し価格。 

 

 

 

 

表 配合飼料の価格（建値）改定および補塡状況 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）、農林水産省 

  注：価格改定額はＪＡ全農の全国全畜種総平均。 

（単位：円/トン）
   補填単価

通常 異常
平成29年度 第1四半期 ＋ 700 1,700 1,700 -

   2四半期 ▲ 1,100 400 400 -
   3四半期 ▲ 400 - - -
   4四半期 ＋ 1,500 - - -

30年度 第1四半期 ＋ 1,100 300 300 -
   2四半期 ＋ 1,550 3,450 3,450 -
   3四半期 ▲ 800 2,300 2,300 -
   4四半期 ＋ 500 300 300 -

令和元年度 第1四半期 ▲ 850 - - -
   2四半期 ▲ 400 - - -
   3四半期 ▲ 650 - - -
   4四半期 ＋ 700 - - -

2年度 第1四半期 ▲ 800 - - -
   2四半期 ▲ 1,000 - - -
   3四半期 ＋ 1,350 - - -
   4四半期 ＋ 3,900 3,300 3,300 -

3年度 第1四半期 ＋ 6,600 9,900 3,999 5,901
   2四半期 ＋ 2,300 12,200 4,934 7,266
   3四半期 ▲ 3,700 8,500 4,372 4,128
   4四半期 ▲ 3,300 5,200 3,451 1,749

適用期間 価格改定額
（対前期差）
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